
 

２０１７－１８年度 地区方針 「今日からのロータリーを楽しもう！」 

 
本 日 第２２６８回 ２０１７年１１月２４日（金）  No.２１５３ 

前 回 第２２６７回 ２０１７年１１月１７日（金）  記   録 
〇斉唱：「 紅葉 」 

〇ゲスト：ロータリー財団委員会 会計長（兼資金管
理委員会 副委員長）  神谷  兼君 

     米山記念奨学生     陳 文娟さん 

〇出席者：会員 21 名中 19 名出席 出席率 90.47％ 

前々回補正出席率 10 月 27 日分 95.23％ 

今日は災害時に備えて知
っておきたい「命を守る口
腔ケア」の中で、誤嚥性肺
炎の怖さについてお話し
ようと思います。1995 年
の阪神淡路大震災の時の
避難所で生活していた高

齢者がいち早く歯科診療を受けていたにも関わら
ず、環境の変化なのにより亡くなってしまったそう
で、震災が直接原因になったのではなく、災害時に
病気が悪化して亡くなった震災関連死の４分の１
の原因は肺炎でした。なぜそうなるのかが分かった
のは 4 年後でした。その肺炎の多くの高齢者の死亡
原因の上位にくるのは誤嚥性肺炎だったことをそ
の時初めて実証されたとの報告がありました。災害
で命が助かっても、その後の口腔ケアが行き届かな
いと肺炎で命を落とすこともあるというわけです。
その経験を踏まえて、新潟県では 2004 年の新潟県

中越地震では避難者に徹底した口腔ケアが行われ、
関連死における肺炎の割合は、淡路大震災の時の
24.2％から 15.3％まで減少したそうです。2011 年
の東日本大震災は規模が大きすぎて明確な結果ま
では出ていないそうです。その経験も踏まえて
2016 年の熊本地震では JMAT（日本医師会災害医
療チーム）兵庫に歯科が加わった口腔ケア支援チー
ムが出動されたそうです。この様に被災後に増える
誤嚥性肺炎を防ぐにはまず口腔ケアが重要という
事が分かりました。又、高齢者だけでなくあらゆる
世代が避難生活で気を付けたい事は、まず子供への
影響は局地的に虫歯が増える事です。避難所に集ま
る食べ物はカロリーの高いおにぎりや甘いお菓子
パンなど糖質が中心でしかも、大人の目が届きにく
いので歯磨き習慣が壊れてしまうからです。大人世
代では歯周病が進む事です。又、高齢者は口腔環境
だけでなく運動不足とトイレ使用回数を抑えるた
め、水分を控えるなどして心筋梗塞や脳卒中の原因
にもなります。そしてもう 1 つ、年齢に関係なく気
を付けたいのは震災後に急増する口内炎だそうで
す。信じられないくらいに肺炎が起こるプロセスと
似ていますので、早めの治療が必要です。ですから、
私達も日頃から口腔ケアに気を配り、防災リュック
には歯磨きグッズを入れましょう。そして皆様も親
を介護する時や自分が高齢者になった時も役立つ
知識ですので、必ず覚えておいて下さい。 

本日のプログラム  Today's Program 
 

点      鐘     
 
    ソ   ン  グ    「  まっかな秋 」 

卓話者担当者：地区大会出席者 
 
卓  話  者：     〃 

 
演      題：「  地区大会報告  」 

 会長あいさつ 西尾 輝久 

       
疾病予防と治療月間 

                             

  
例 
 
会 
 

予 
 

定 

１２月１日（金） １２月２日（土） １２月１５日（金）  １２月２２日（金） 

卓話担当者：東北支援 
参加者 

卓話者：  〃 
演題：「東北支援報告」 

年忘れ家族会 

  （12/8 振替） 
  

於サーウィンストン 

ホテル 
受付 17:30 点鐘 18:00 

移動例会 
 
担当者:職業奉仕委員会 
卓話者:愛知県消防学校  

副校長兼総務課長 
松田珠代 様 

卓話担当者：西尾会長 
卓話者：   〃 
演題：「クラブフォーラム」 



11/5(日)尾張旭市子ども会連絡協議会  

ミニスポーツ大会 於新池交流館ふらっと 

西尾会長、金森青少年奉仕委員長、加藤青少 

年奉仕副委員長 出席     

11/10(金)12RC 会長・幹事会 於喜楽梅むら  

西尾会長、菊田幹事 出席      

11/11(土)秋季米山奨学生学友合同研修会  

於米山梅吉記念館 山田地区副委員長、 

古橋エツ子米山記念奨学委員長･ｶｳﾝｾﾗｰ 

出席          

11/12(日)第 7 期 2760 地区 RLI 会長エレクト研修

会パートⅢ 於名鉄ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾃﾙ  

森井会長エレクト 出席                        

11/13(月)優良従業員表彰 於尾張旭市商工会館  

菊田幹事 出席          

本日の会合：第 8 回理事役員会 於尾張旭市商工会

館内 第一会議室 13：40～      

次回の会合：指名委員会 於尾張旭市商工会館内  

第一会議室 13：40～  

〇結婚記念日祝福    〇誕生日祝福 

11 月 5 日桜井 雅博君  11 月 11 日冨田  晃君 

11 月 23 日松永 洋子君  11 月 28 日飯田 幸雄君 

〇本日、財団卓話をさせていただける機会を頂き、 

 感謝いたします。また、日ごろではロータリー財 

 団へのご寄付や補助金事業へのご協力いただき、 

 併せて感謝致します。 

国際ロータリー第 2760 地区 

ロータリー財団委員会  神谷 研君（安城 RC） 

〇久しぶりの例会場です。神谷様本日はよろしくお

願い致します。         西尾 輝久君 

〇神谷 研様ようこそいらっしゃいました。卓話を

楽しみにしています。 

   菊田 利昭君、加藤 清久君、金森 俊輔君 

   髙島  昇君、舟橋 龍秀君、森井 晴生君 

〇誕生日を祝っていただき。    冨田  晃君 

〇結婚記念日を祝っていただき。 

          桜井 雅博君、松永 洋子君 

〇東日本震災支援事業につきましては、色々お世話

になりました。参加された会員の皆様お疲れ様で

した。             井田 武憲君 

〇東北行ってまいりました。風邪をもらってきまし

た。福島原発いまだに大変です。皆さん福島へ注

視方お願いします。       加藤 清久君 

〇東北のお土産ありがとうございました！今、酒禁

止中ですが、床の間に飾っておきます。 

                髙島  昇君 

〇東北支援ツアー参加者の皆様、大変ご苦労さまで

した。そして、けっこうな土産までいただきあり

がとうございます。       古橋 裕志君 

〇陳さん、研修お疲れ様でした。  古橋エツ子君 

〇当寺の晋山式が先日日曜日無事終わりました。い

よいよ、第 2 の人生スタートします。古橋エツ子

君ありがとうございました。   箕輪 良孝君 

〇急用ができてしまい、紅葉夜会に出られなくなり

残念です。又の機会によろしくお願いします。 

                岡田 好雅君 

〇正直なところ、西尾年度に入って例会参加 2 回目

です。仕事柄 4 年に 1 度の大忙しの行事があり、

皆様お騒がせしました。     仲澤 昌容君 

〇早退させていただきます。 

          江尻  豪君、金森 俊輔君 

日時：2017 年 11 月 17 日（金）13:40～ 

場所：尾張旭市商工会館内 第一会議室 

議題：１）会長からの報告 

     ・希望の風奨学金支援協力について了承

された。 

     ・中部みらい RC 卓話について了承され

た。 

     ・中部経済新聞元旦 RC 特集については

見送る。 

   ２）10 月度会計報告（桜井会計委員長） 

     ・承認された。 

   ３）市民祭決算報告（井田社会奉仕委員長） 

     ・承認された。 

   ４）尾張旭児童合唱団定期演奏協賛について 

     （加藤青少年奉仕副委員長） 

     ・承認された。 

   ５）周年記念積立金について 

（周年準備委員会） 

・引き続き審議していく。 

   ６）尾張旭市健康まつり協賛について 

     （菊田幹事） 

     ・承認された。 

   ７）尾張旭市サッカー大会協賛について 

     （加藤青少年奉仕副委員長） 

     ・承認された。また、協賛内容を検討し

ていく。 

   ８）職場例会について（髙島職業奉仕委員長） 

     ・承認された。案内文は訂正あり。 

   ９）1 月 26 日親睦例会について 

     （古橋裕志クラブ奉仕委員長） 

     ・承認された。 

  １０）尾張旭市珠算大会協賛について 

     （加藤青少年奉仕副委員長） 

幹事報告 

おめでとう 

ニコボックス 

 第８回理事役員会 



    ・承認された。 

 １１）市内小規模保育所支援について 

    （加藤青少年奉仕副委員長） 

    ・承認された。 

 １２）次期理事役員（案）について 

    （森井会長エレクト） 

    ・承認された。 

 １４）会員増強基金についての申し出 

    ・継続審議。 

 １５）その他の件 

    ・次年度地区補助金事業について 

     （桜井副幹事） 

     継続して審議していく。 

    ・事務局年末年始休暇については、 

     12 月 25 日（月）・12 月 27 日（水）～ 

     2018 年 1 月 8 日（月）までとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国際ロ－タリ－第 2760 地区 

ロ－タリ－財団委員会 会計長 

（兼資金管理委員会副委員長） 神谷 研 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 卓話 



 

「東日本被災地復興

支援事業に」に参加

して 

社会奉仕委員長  

井田 武憲 

 

 

 

・11 月 7 日（火） 

 快晴のもと、会員 6 名と共に中部セントレア空港

から仙台空港へ向かいました。仙台空港上空からは

6 年前の悲惨な状況ではなく、海岸堤防が整備され

更地のみが延々と広がっていました。まず、宮城県

松島町立松島第二幼稚園を訪問し、健康タオルと学

習帳（自由帳）を贈呈しました。講堂では園児の歌

が披露され似顔絵入りの色紙を頂き、また、松島教

育委員会の教育長より直々に感謝の意を賜りまし

た。その後、松島 RC の例会に出席し旧交を温めま

した。 

・11 月 8 日（水） 

 常磐自動車道にて山元 IC から国道 6 号線を南下

し、福島県相馬市・南相馬市を過ぎるころから道路

標識に「津波到達地点」「現在の放射線量」が表示さ

れ、車内は緊迫感が漂いました。車窓に広がる景色

は、穀倉地帯の面影は全くなく田畑には草木が生い

茂り荒れ放題、住宅の入り口はバリケードが設置さ

れ、非常に違和感を感じたと同時に「これが現実な

んだ、復興は可能なのか？」と脳裏をよぎりました。

そして、浪江町から双葉町の「帰宅困難地域」（自動

車は通行可、自動二輪・軽車両・歩行者は通行不可）

に入り、左手遠方（海岸沿い）に大型クレーンが現

れ、福島第一原子力発電所付近を通過している実感

がしました。また、放射線量も通常の 20 倍近くを

表示していて、驚きと同時に他郷に暮らす住人の

方々の気持ちを察するには及びませんでした。その

後、富岡町を通過して約 1 時間後に三春町に到着し

複雑な心境のまま日程を終えることができました。 

・11 月 9 日（木） 

 富岡町立幼小中学校（仮設校舎）へ訪問し健康タ

オルと学習帳（自由帳）を贈呈しました。当日は、

2 年生と 5 年生が県内統学力テストを実施中とのこ

とで、学校長より現状と将来的な見通しについて拝

聴し、別れ際には幼稚園児の見送りを受けました。

その後、三春 RC の例会に出席し旧交を温め帰名の

途につきました。 

 この行事も 6 年目を迎え、月日の流れの早さを身

にしみて感じると同時に、環境の変化も著しく変わ

り、住人の方々の心痛はいかばかりか思い知らされ

た 3 日間でした。 

 「百聞は一見にしかず」参加された会員の皆様お

疲れ様でした。 

 

 

 

 

 

 

松島第二幼稚園 

健康タオルと学

習帳の贈呈 

 

 

 

園児達から

のお礼 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富岡町立幼小中学校にて健康タオルと学習帳贈呈 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      三春 RC 例会に出席 

日時：2017 年 10 月 27 日(金) 受付開始 12 時 

     点鐘 12 時 30 分 

場所：尾張旭市立稲葉保育園 

10 月 31 日 

中日新聞に掲

載されました。 

 東日本被災地復興支援事業 

絵本読み聞かせによる子育て支援 


